
合同企業説明会で予備自衛官制度を紹介
同
企
業
説
明
会
」
に
お
い
て
予
備
自
衛
官
制
度
を
紹
介
し
た
。

衛
官
制
度
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
広
報
ブ
ー

今
回
開
催
し
た
合
同
企
業
説
明
会
は
、
任
期
満
了
で
自
衛

希
望
す
る
企
業
３
５
社
が
参
加
し
て
お
り
、
双
方
に
予
備
自

場
市
）
で
開
催
し
た
「
令
和
３
年
度
静
岡
県
任
期
制
隊
員
合

了
し
た
民
間
企
業
で
働
く
社
会
人
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

「
即
応
予
備
自
衛
官
」
の
２
種
類
が
あ
る
。

ス
を
設
置
し
た
。

力
内
容
に
つ
い
て
丁
寧

静
岡
地
本
は
、
今
後

者
は
興
味
深
く
耳
を
傾

空
佐
）
は
７
月
８
日
（
木
）、
御
殿
場
高
原
ホ
テ
ル
（
御
殿

業
に
従
事
し
な
が
ら
有
事
や
災
害
発
生
時
な
ど
に
招
集
に
応

予
備
自
衛
官
と
は
、
元
自
衛
官
や
所
定
の
教
育
訓
練
を
修

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
杉
谷
康
征
１
等

じ
て
自
衛
官
と
し
て
活
動
す
る
も
の
で
、「
予
備
自
衛
官
」

官
を
退
官
し
再
就
職
す
る
隊
員
と
、
退
職
自
衛
官
の
雇
用
を

ブ
ー
ス
で
は
、
即
応

た
、
予
備
自
衛
官
が
訓

る
活
躍
を
写
し
た
写
真

際
は
雇
用
企
業
の
協
力

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を

鎮魂の祈り　日米合同慰霊祭
医
院
院
長
の
菅
野
寛
也
氏
が
主
催
と
な
り
昭
和
４
７
年
６
月
か

ら
始
め
た
も
の
で
、
今
回
が
４
９
回
目
と
な
る
。

た
「
第
４
９
回
日
米
合
同
慰
霊
祭
」
に
参
列
し
た
。

こ
の
慰
霊
祭
は
、
昭
和
２
０
年
６
月
の
静
岡
空
襲
で
犠
牲
に

で
亡
く
な
っ
た
米
軍
搭
乗
員
２
３
人
を
追
悼
す
る
た
め
、
菅
野

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
昨
年
に
引
き
続
き
規
模
を
縮
小
し
て
行
わ

佐
）
は
６
月
１
９
日
（
土
）、
賎
機
山
（
静
岡
市
）
で
行
わ
れ

な
っ
た
約
２
０
０
０
人
の
市
民
と
、
爆
撃
機
同
士
の
空
中
衝
突

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
杉
谷
康
征
１
等
空

れ
た
が
、
遺
族
や
自
衛
隊
に
加
え
、
昨
年
は
参
加
が
見
送
ら
れ

た
米
軍
か
ら
も
、
在
日
米
軍
横
田
基
地
（
東
京
都
福
生
市
）
の

第
３
７
４
空
輸
航
空
団
司
令
官
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
Ｊ
・
キ
ャ
ン

に
対
し
敬
意
と
感
謝
を
示
し
、「
こ
れ
ま
で
両
国
の
友
情
の
絆

日
米
友
好
の
樹
へ
の
献
水
が
行
わ
れ
、
米
軍
を
代
表
し
ア
ン
ド

式
典
は
参
加
者
全
員
の
黙
祷
か
ら
始
ま
り
菅
野
氏
の
挨
拶
、

ベ
ル
大
佐
以
下
５
人
が
参
列
し
た
。

に
そ
れ
ぞ
れ
献
花
と
献
酒
が
行
わ
れ
、
米
軍
と
航
空
自
衛
隊
静

浜
基
地
（
焼
津
市
）
の
ら
っ
ぱ
手
が
鎮
魂
の
ら
っ
ぱ
を
吹
奏
し

そ
の
絆
の
証
と
な
り
続
け
る
こ
と
を
確
信
致
し
ま
す
」
と
挨
拶

参
加
者
全
員
に
よ
る
焼
香
の
後
、
日
本
側
、
米
側
の
慰
霊
碑

平
和
に
繋
が
る
活
動
を
支
援
し
て
い
く
。

式
典
は
終
了
し
た
。

静
岡
地
本
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
や
関
係
部
隊
等
と
協
力
し
、

リ
ュ
ー
大
佐
が
挨
拶
を
行
っ
た
。

を
育
ん
で
き
た
本
慰
霊
祭
の
意
義
は
非
常
に
大
き
く
、
今
後
も

続
い
て
、
自
衛
隊
を
代
表
し
杉
谷
本
部
長
が
菅
野
氏
の
功
労

し
た
。

富士メカニック専門学校モーターショーで自衛隊の整備の仕事をＰＲ
ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
来
場
者
は
車
両
や
バ
イ
ク
に
乗
っ
た
り
、
隊

員
か
ら
自
衛
隊
車
両
の
特
徴
な
ど
を
聞
き
、
興
味
津
々
な
様
子

で
見
入
っ
て
い
た
。

も
に
、
部
隊
の
車
両
整
備
を
担
当
し
て
い
る
第
１
０
５
全
般
支

し
、
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
。

自
衛
官
の
採
用
制
度
や
幅
広
い
職
種
に
つ
い
て
解
説
す
る
と
と

静
岡
地
本
は
、
一
人
で
も
多
く
の
県
民
に
自
衛
隊
の
活
動
を

ー
」
に
お
い
て
、
富
士
駐
屯
地
（
御
殿
場
市
）
の
第
１
０
５
全

ど
が
車
両
を
展
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
や
整
備
に
つ
い
て
説

れ
な
ど
約
２
８
０
組
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

で
開
催
さ
れ
た
「
富
士
メ
カ
ニ
ッ
ク
専
門
学
校
モ
ー
タ
ー
シ
ョ

般
支
援
大
隊
と
と
も
に
自
衛
隊
の
広
報
活
動
を
実
施
し
た
。

ら
の
依
頼
で
実
施
し
た
も
の
で
、
自
衛
隊
や
自
動
車
販
売
店
な

自
衛
隊
は
室
内
ブ
ー
ス
に
陸
上
自
衛
隊
の
小
型
ト
ラ
ッ
ク
と

佐
）
は
６
月
１
９
日
（
土
）、
プ
ラ
サ
ヴ
ェ
ル
デ
（
沼
津
市
）

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
杉
谷
康
征
１
等
空

こ
れ
は
学
校
法
人
鈴
木
学
園
富
士
メ
カ
ニ
ッ
ク
専
門
学
校
か

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
あ
っ
た
が
、
学
生
や
家
族
連

明
す
る
も
の
。

偵
察
用
オ
ー
ト
バ
イ
、
屋
外
ブ
ー
ス
に
中
型
ト
ラ
ッ
ク
を
展
示
。

ま
た
、
希
望
す
る
学
生
等
に
自
衛
隊
の
制
度
説
明
も
行
っ
た
。

援
大
隊
の
隊
員
が
直
接
車
両
の
説
明
や
整
備
の
大
切
さ
な
ど
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
今
後
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加

向
け
、
あ
ら
ゆ
る
場
で

け
て
い
た
。

予
備
自
衛
官
の
採
用
に

練
や
任
務
に
参
加
す
る

に
説
明
す
る
と
、
担
当

予
備
自
衛
官
制
度
の
広

て
い
く
。

が
不
可
欠
と
な
る
た
め
、

な
ど
を
紹
介
し
た
。
ま

使
用
し
て
企
業
側
の
協

も
予
備
自
衛
官
・
即
応

報
と
協
力
依
頼
に
努
め

予
備
自
衛
官
の
訓
練
や

災
害
派
遣
活
動
に
お
け

を
展
示
し
、
広
報
動
画


